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初期メルロ = ポンティによって提唱された現象学的実証主義（phenomenological positiv-























































（2 .1） |kíi ―sà ǁnâe yá îa














（2 .2） ʔàbi kua ǂʔaã ―sà ǀkiyaha





























（2 .4） kà ǁgama―bì kx’o cia qhara
CNJ 神霊―PGN PAST PRN 吐き出す




ce ［Ga］ xa sì ǀxòa qabaqàba kua
PRN MOD PRN PSTP 新しくする ASP
（1/c/sg/nom）（可能性） （3/f/sg/nom） （同伴） （重複形） （進行）
ǀʔêka Tsomako―m̀ ―kà ǁgama―bì cia kx’āẽ












ǁgama―bì kx’ó akhema ǀqx’ân ǀqx’óõ kà ǀqx’óõ








ǀkòguro kx’ó ǁʔôam. àbi kx’ó ǁʔôam yá




sōõkhúri. ǁgama―xa ―rì yâaku meẽ, tsí ǀné―sì
夢を見る 神霊―CLT ―PGN やってくる 言う PRN DEM―PGN
―（連結） ―（3/c/pl/nom） （2/m/sg/nom）（近傍）―（3/f/sg/gen）
「…夢を見た。ガマたちがやってきて言った…」
xo―sà ǀkíi caa meẽ kua







































































（3 .1） ʔèsi chú ǀqx’ân―si khāri―sà ǃnǎre






































































（3 .5） ǁnáa―kí―sì kx’ó ziu―sà ci ―ǀxàe ǁkǎe















































































































































































































（4 .1） 「アッ，そいつ〔f 〕は起きたぞ。そいつ〔f 〕は，昨夜キマキマしたもののこと













（4 .4） 「女の人のキマがおれをあやうく殺すところだった」（ǁgǎeko―sì―kà cǐma―sì cia 
sēma―kà |qx’óõ）
（4 .5） 「ヘビども〔m, pl〕が昨夜おれに対してキマを感じた〔おれを咬もうとした〕」









































13 おまえたち〔dl, f 〕はさっさと食べろ。おまえは何をいったい［機嫌を］悪く→






20 QG 彼は言った，「嘘つきめ，この女は。おまえたち〔dl, f 〕食べろ。ダチョウで彼女に→
21 恥をかかせろ。この年長の女ときたら収穫物のなかで，むちゃくちゃなことを→




26 あんたは思ってるの？  自分は泣かないだろうなんて？  彼女たち二人だって→
27 今は食べてるけど，そのうち，彼女たち二人の，女の子のほうを前からあんたは→
28 めとって喜んでいたけど，襲われるわよ」彼は言った「おまえの嘘つきめ！  →
29 おまえは嘘つきでいったいだれに｛（………………………………………………）　｝
30 KA ｛おまえのでっかい上唇をひっぱられたんだ？｝
31 QG でかい下唇を堀棒みたいにされたんだ？  だれがいったい喋ったら，人を→
32 襲うっていうんだ？  ライオンのことを人はよく言って，『襲われるだろう，→
33 おまえは！』なんて言うけれど，人は襲われたりしない→


































３ RM おまえは― that belief is very difficult. These beliefs are also fic …
４ SG ｟聞き取れず何度も訊き返す，fictionと言いたがっているようだ｠ fictitious ?
５ SG ｟大幅に略：犬が bíiという球根を食べたり，ヤセマングース |goariを食うと痩せて→
６ 死んでしまうという話をどう思うか？｠
７ RM and （passed tense）―（hun） people, like that old woman, Eh― ―, あの某〔f 〕，→
８ ギオキュエ，おれは［聞いた］彼女は［した］そうだ，男の人に言った，→
９ 「襲う，ライオン〔m〕がおまえを」ライオンが別の男を（障害にした）（＋）→
10 エセヘペラターテで，old man say, エーン，タオレキョメエ→











































































































35 進むんだろう？  いったいどうしたこと？」彼女は同じ女だ。「いったいどう→
36 したこと？  このゴイクアは，最近（.）私の娘をめとった［のに］自分たちだけで→
37 暮らして，それら〔獲物〕を射て食っている」（（中略））









































































































11 GB おまえ ― おまえは襲われる。その女は言う「おまえは襲｛われる｝」
12 QG ｛別の…｝
13 GB 別の｛日に｝






























































８ CH ギヒヒヒヒヒヒ （笑｠






15 SG ｛すると｝何が起こるんだ？  女の人はどんなふうにして，で，
16 （＋＋＋）
17 CH 彼女は話す。つまり，彼女のキマを言うとき，彼女のキマと，ほら，繰り返し→


















36 GB エー，この ― そのことで，呪詛とは，それら二つ〔f 〕はちょっとばかり違っている→
37 つまり，エー，彼女は男の人に言う。「ドネ（|gó̰a̰ne）〔重病のモト〕が，そのものが→
38 おまえのもとに［ある］だろう。おまえの中に，おまえの肝臓の中で。」すると，→




































































18 「どうした！？  いつ彼は通ったのか？  いないのに。クーズーはいない［のに］」→
19 男の人はあんなふうだ。彼は，で ― ｛彼は，で…｝
20 GB ｛彼は走る　｝
21 QG ドロッ，ドロッ，ドロッ〔狩猟袋の中で道具がカタッ，カタッ，カタッと鳴る音〕→

















































１ GB かれら〔c, pl〕は家に入り，眠った。で，朝，彼は―彼はずうーっと坐ってた→
２ こんなふうに首をして（坐ってた）｟顔を深くうなだれる。QGと CHは注視する｠
３ GB 「アウッ！」①↓（＋）「アウッ」①↓（＋）「アウッ」①↓
































８ GB そして遠くへ走ってるから父親は［言う］「ウオッ！  おれは昨日彼に話したのに→
48
９ あのガキは耳の穴がないから，彼をほうったんだ。彼は気が狂って走ってるぞ」→































































































































































































































































































































































































































































ゥール 2008 : 28］。
４）　動物をめぐるグイの認知と実践については邦文論文と，それを精密化した英語論文で論じた







６）　この小節の記述は，カラハリ調査チームで作成した英文の百科全書における “god （―spirit）” とい


















13）　談話資料の転写で用いる記号を示す。〔  〕：訳文に関する補足情報／［  ］：原文にはない語句




























なたを混乱させる語りかたなのだから。」［ウィトゲンシュタイン 1976 : 125，強調は原文］。
19）　もちろん「ものの名を問うことができるためには，ひとはすでに何かを知っている（あるいは，
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